
（別紙３）

〜 2025年 12⽉ 27⽇

（対象者数）  ２５名 （回答者数） １６名

〜 2025年 12⽉ 27⽇

（対象者数） ７名 （回答者数） ７名

さらに充実を図るための取組等

1

ご利⽤者様よりバドミントンやバスケットなど今ま
ではあまり取り⼊れていなかった競技もやってみた
いとの声が挙がっているため、基礎的なところから
学んでいけるように取り⼊れていきたい。

2

イベント等への参加も⾏い、地域の⽅々とのふれあ
いの機会をつくったり、興味・趣味の幅を広げられ
るような時間も⼤切にしていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

地域の遊戯施設の利⽤は増やすことができており、
ご利⽤者様も楽しんで活動に参加できているためこ
れからも継続して⾏っていきたい。
個別のグループに分けるなどして安全⾯に考慮しな
がらイベントへの参加なども増やしていきたいと考
えている。

2

保護者様も⼀緒に過ごしていただけるイベントの実
施を検討していく。
職員が他施設で⾒つけ、掲⽰していたイベントに興
味を持っていただいた時もあったので今後も⾒つけ
てきたものがあれば職員間で共有し、⽞関先への掲
⽰・お声がけを⾏っていきたい。

3

公表   事業所における⾃⼰評価総括表

2026年 1⽉ 16⽇

○ 分析結果

放課後児童クラブや児童館、地域の⽅々と交流する機
会。

ご利⽤者様の安全確保や特性に合わせた⽀援を優先
する中で、外部との交流活動を取り⼊れることが難
しかった。地域資源に関する情報収集が⼗分ではな
かったと感じている。

運動に特化したプログラム。 基礎的な動きをゆっくりと学ぶことができるように
少⼈数のグループをつくり活動を進めている。
（ボールを投げる時の⾝体の使い⽅・⼒加減につい
て等）
公⺠館等広い場所での活動の際には、学んだ基礎的

○事業所名 Harmony天笑

○保護者評価実施期間 2025年 12⽉ 16⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年 12⽉ 16⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

保護者同⼠の交流の機会を設けたり、研修等の発信があ
まりできていない。

保護者向けの研修やイベントに対して情報収集や職
員間での話し合いがあまりできていない。
（本部や他事業所から発信のあった研修やイベント
については、⾃事業所でもお知らせすることができ
ている）

⼟曜・祝⽇・⻑期休みには様々な場所に出掛けて買い
物、公共の場所での過ごし⽅等学ぶことができている。

商業施設へおでかけし⾏き先や⾷べたいものを選択
する、⾃分で注⽂・⽀払いをするなど⾃主性を⼤切
にしながら実施している。
公共の場での過ごし⽅を都度確認しながら活動を進

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等



チェック項⽬ はい どちらとも
いえない

いいえ 無回答 合計 ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

1
⼦どもの活動等のスペースが⼗分に確保さ
れているか

15 1 16

2 職員の配置数や専⾨性は適切であるか 11 5 16
OTやSTなど専⾨的な⽀援も時々
あってほしい。

他事業所の専⾨職員と⽇々⾏ってい
る活動等について情報交換を⾏い、
⾃事業所にも取り⼊れていき活動の
幅を広げることができるように⼯夫
してまいります。

3
事業所の設備等は、スロープや⼿すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

10 4 1 1 16
現在スロープ等の設置はありません
が、必要に応じて検討してまいりま
す。

4
⼦どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画ⅰが作成されているか

12 4 16

現状と今後⽬指していきたい⽅向性
を確認し、課題の優先順位を決めて
⾃発的な取り組みができるような計
画の作成を⾏ってまいります。

5
活動プログラムⅱが固定化しないよう⼯夫
されているか

11 5 16

お⼦様とのふれあいの中での気づき
や、どのような活動をしてみたいか
意⾒も踏まえながら、楽しみながら
成⻑していける活動を提供できるよ
うに⼯夫してまいります。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
害のない⼦どもと活動する機会があるか

3 9 4 16

公園遊びや遊戯施設での外部活動の
際に交流する機会が何度かございま
した。今後も機会を増やしていける
ように地域の⾏事等への参加を検討
していきたいと思います。

7
⽀援の内容、利⽤者負担等について丁寧な
説明がなされたか

15 1 16

8
⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え合
い、⼦どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

13 3 16

送迎時のやり取りやアプリ等を活⽤
し⽇々丁寧なお伝えを⼼掛け、事業
所内での情報共有、課題についての
話し合いが迅速にできるように取り
組んでまいります。

9
保護者に対して⾯談や、育児に関する助⾔
等の⽀援が⾏われているか

12 4 16

定期の⾯談だけではなく、普段のお
迎えの際にも困りごと等をお話しい
ただければと思います。事業所内で
の相談も可能です。

10
⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開
催等により保護者同⼠の連携が⽀援されて
いるか

1 4 9 2 16 今の段階では分からない

保護者会等の開催は実施できていな
い状況です。今後の機会に向けて、
どのような形で実施できるかを保護
者の皆様の意向にも沿いながら検討
してまいります。

11

⼦どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、⼦どもや保護
者に周知・説明し、苦情があった場合に迅
速かつ適切に対応しているか

12 4 16

相談や申⼊れに関しては管理者に集
約され、基本的には管理者から回答
しております。相談などがある場
合、スムーズに対応できる関係性づ
くりを⼼掛け、丁寧な対応を⾏って
まいりたいと思います。

12
⼦どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

12 4 16

意思の疎通、情報伝達が適切に図ら
れるように必要に応じてわかりやす
い⾔葉・資料等を⽤いてコミュニ
ケーションをとるように努めてまい
ります。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や⾏事予定、連絡体制等の情報や業務に
関する⾃⼰評価の結果を⼦どもや保護者に
対して発信しているか

9 5 2 16

ホームページにてブログや⾏事予定
表を随時更新しております。評価表
の結果においてはホームページ上で
の公開、⽞関先への掲⽰を⾏ってお
ります。

適
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な
⽀
援
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供
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保護者向け 放課後等デイサービス評価表（集計結果公表）

⼀般社団法⼈⻘葉の杜 Harmony天笑

環
境
・
体
制
整
備

配布︓25枚 回収︓16枚 回収率︓64％



14 個⼈情報に⼗分注意しているか 13 3 16
個⼈情報の取り扱いについては⼊社
時の説明や研修等にて継続して対応
しております。

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、保護者に
周知・説明されているか

9 7 16
作成したマニュアルは⽞関先に掲⽰
しております。お迎えの際などにご
覧ください。

16
⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が⾏われているか

12 4 16
各種訓練の実施後には随時⽞関先へ
掲⽰を⾏っております。お迎えの際
などにご覧ください。

17 ⼦どもは通所を楽しみにしているか 11 4 1 16
・安⼼して過ごせる居場所になって
いる。

ご意⾒ありがとうございます。お⼦
様の声や気持ちを⼤切にしながら⼀
⼈ひとりに寄り添った⽀援を⼼がけ
てまいります。楽しんで通っていた
だける環境づくりに努め、通所意欲
向上につながるようにより良い⽀援
を⽬指してまいります。

18 事業所の⽀援に満⾜しているか 12 3 1 16
・本⼈への⽀援だけでなく、送迎・
昼⾷など保護者へのサポートもして
いただき⼤変感謝している。

ご意⾒ありがとうございます。今後
もお⼦様⼀⼈ひとりのニーズに寄り
添いながら、課題や⽬標を⼀緒に⾒
つけ、楽しみながら⾝につけていけ
る活動や⽀援を⼤切にしていきたい
と考えております。

ⅰ 放課後等デイサービスを利⽤する個々の⼦どもについて、その有する能⼒、置かれている環境や⽇常⽣活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な⽀援⽬標及び
達成時期、⽣活全般の質を向上させるための課題、⽀援の具体的内容、⽀援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達⽀援
管理責任者が作成する。

ⅱ 事業所の⽇々の⽀援の中で、⼀定の⽬的を持って⾏われる個々の活動のこと。⼦どもの障害特性や課題、平⽇／休⽇／⻑期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施され
ることが想定されている。

保
護
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の
説
明
等

⾮
常
時
等
の
対
応

満
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チェック項⽬ はい どちらとも
いえない

いいえ 無回答 合計 課題や改善すべき点を踏まえた改善内容叉は改善⽬標

1
利⽤定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で
あるか

7 7
・活動・余暇・学習など、⽬的に応じた環境の使い分けができてい
ます。

2 職員の配置数は適切であるか 6 1 7
・職員配置は必要数を確保しており、送迎時の動線や配置について
はより円滑に⾏えるよう改善を進めています。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が
適切になされているか

4 3 7
・⽞関環境の整備を⾏っており、今後も必要に応じてスロープや⼿
すりの設置など、安全⾯の向上を図っていきます。

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（⽬標設定
と振り返り）に、広く職員が参画しているか

7 7

5
保護者等向け評価表を活⽤する等によりアンケート
調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげているか

7 7

6
この⾃⼰評価の結果を、事業所の会報やホームペー
ジ等で公開しているか

7 7
・評価表は法⼈ホームページで公開し、他事業所の評価内容も確認
しながら運営改善に活かしています。

7
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善
につなげているか

6 1 7

8
職員の資質の向上を⾏うために、研修の機会を確保
しているか

7 7

・研修案内は随時確認し、関係する研修会や講習会へ積極的に参加
しています。
また、本や新聞などで得た情報を職員間で共有しております、
・研修後に不明な点があった場合は、再度確認するなど理解を深め
ています。

9
アセスメントを適切に⾏い、⼦どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイ
サービス計画を作成しているか

7 7 ・⾯談や⽇々の関わりの中で状況に応じた課題を把握しています。

10
⼦どもの適応⾏動の状況を図るために、標準化され
たアセスメントツールを使⽤しているか

7 7

11 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか 7 7

・毎⽉、職員で意⾒を出し合いながら活動予定表を作成していま
す。
・利⽤者の声を⼤切にし、意⾒を反映した活動プログラムの⽴案・
実施を⾏っています。
・各⾃の意⾒を尊重し、共有しながら進めております。

12 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか 7 7
・利⽤者の声も聞きながら、活動に取り⼊れております。繰り返し
が必要なものと、変化が必要なものを職員間で話し合い決めていま
す。

13
平⽇、休⽇、⻑期休暇に応じて、課題をきめ細やか
に設定して⽀援しているか

7 7

14
⼦どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成して
いるか

7 7

15
⽀援開始前には職員間で必ず打合せをし、その⽇⾏
われる⽀援の内容や役割分担について確認している
か

7 7
・危険が想定される場⾯については職員間で対応⽅法を話し合い、
必要に応じてマンツーマン対応を⾏っています。

16
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その⽇
⾏われた⽀援の振り返りを⾏い､気付いた点等を共
有しているか

7 7
・活動について、利⽤者の様⼦についてを振り返り、良かったとこ
ろを次に活かせるようにしています。

17
⽇々の⽀援に関して正しく記録をとることを徹底
し、⽀援の検証・改善につなげているか

7 7

18
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービ
ス計画の⾒直しの必要性を判断しているか

7 7
・定期的または必要に応じた⾯談を実施し、⽀援計画の⾒直しを
⾏っています。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて
⽀援を⾏っているか

7 7

20
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議にその
⼦どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し
ているか

7 7
・現在、医療的ケアを必要とする児童はいませんが、今後必要と
なった場合にも適切に対応できるよう、体制や情報の確認を⾏って
いきます。

関
係
機
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事業者向け 放課後等デイサービス評価表（集計結果公表）

⼀般社団法⼈⻘葉の杜 Harmony天笑

配布︓7枚 回収︓7枚 回収率︓100％

環
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備



21

学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、
⼦どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の
対応、トラブル発⽣時の連絡）を適切に⾏っている
か

7 7
・下校時間や体調⾯で不安がある場合は、学校や保護者様へ確認を
⾏い、情報共有を徹底しています。
・学校との申し送り時には体調等の確認を⾏っています。

22
医療的ケアが必要な⼦どもを受け⼊れる場合は、⼦
どもの主治医等と連絡体制を整えているか

7 7

23
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども
園、児童発達⽀援事業所等との間で情報共有と相互
理解に努めているか

7 7 ・相談⽀援事業所を通じて、情報共有を⾏っています。

24
学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障
害福祉サービス事業所等へ移⾏する場合、それまで
の⽀援内容等の情報を提供する等しているか

7 7 ・相談⽀援事業所を通じて、情報共有を⾏っています。

25
児童発達⽀援センターや発達障害者⽀援センター等
の専⾨機関と連携し、助⾔や研修を受けているか

7 7

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない
⼦どもと活動する機会があるか

1 1 5 7
・他施設や児童遊戯施設、公共施設での活動を通して、他児と関わ
る機会を設けています。

27
（地域⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加している
か

7 7

28
⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え合い、⼦ども
の発達の状況や課題について共通理解を持っている
か

7 7 学校、事業所、ご⾃宅での様⼦をその都度共有しております。

29
保護者の対応⼒の向上を図る観点から、保護者に対
してペアレント･トレーニング等の⽀援を⾏ってい
るか

7 7
・今後は医療機関や臨床⼼理⼠等の専⾨的助⾔を得ながら、⽀援の
質向上を⽬指していきます。

30
運営規程、⽀援の内容、利⽤者負担等について丁寧
な説明を⾏っているか

7 7 ・契約時に丁寧に説明を⾏っております。

31
保護者からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に
応じ、必要な助⾔と⽀援を⾏っているか

7 7

32
⽗⺟の会の活動を⽀援したり、保護者会等を開催す
る等により、保護者同⼠の連携を⽀援しているか

7 7
・保護者様同⼠の関わりを深められるよう、保護者参加型の活動や
話し合いの場を検討しています。

33
⼦どもや保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、⼦どもや保護者に周知し、苦情
があった場合に迅速かつ適切に対応しているか

7 7

34
定期的に会報等を発⾏し、活動概要や⾏事予定、連
絡体制等の情報を⼦どもや保護者に対して発信して
いるか

7 7 ・ブログ等で活動の様⼦を発信しています。

35 個⼈情報に⼗分注意しているか 7 7
・ネットリテラシー、個⼈情報の取扱いに関する研修を受け理解を
深め、⼗分に注意をして取り扱っています。

36
障害のある⼦どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮をしているか

7 7

37
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等地域に開かれ
た事業運営を図っているか

7 7
・夏祭りなど開催し、地域住⺠との関わりを持っていきたいです。
・外部との関わりがあまりないため、企画を⾏っていきたいです。

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知してい
るか

7 7

39
⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他
必要な訓練を⾏っているか

7 7

40
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか

7 7

41

どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかにつ
いて、組織的に決定し、⼦どもや保護者に事前に⼗
分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス
計画に記載しているか

7 7

42
⾷物アレルギーのある⼦どもについて、医師の指⽰
書に基づく対応がされているか

7 7

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して
いるか

7 7

⾮
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